
侠
て
王
氏
に
互
設
勢
糊
革
製
編
入
6
て
四
豊
洲
巻
・
・
面
し
れ
為
二
昨
丙
辰

年
冬
月
秘
め
て
卑
属
嘉
紫
堂
よ
り
判
行
ぜ
う
も
の
即
ち
本
書
な
り
。
醸
し
て

取
図
り
巻
頭
に
ば
此
楽
歴
を
詳
叙
、
七
、
吹
に
攻
講
人
地
名
を
簸
む
，
各
懲
纂

輯
姓
骸
を
緊
げ
，
後
に
精
巧
の
本
官
に
入
れ
り
。
錦
本
題
は
翻
傳
第
一
の
后

妃
傳
よ
司
始
め
て
順
・
次
外
様
傳
に
滋
り
、
列
傳
弟
山
女
7
二
十
繭
二
四
を
以
て

終
れ
り
ゅ
鯨
榔
明
史
の
章
句
を
娼
け
、
蟹
懇
急
騰
多
く
の
輿
籍
よ
り
關
係
蟻

項
を
摘
属
し
て
補
正
に
資
ぜ
り
。
さ
れ
ば
罰
吏
本
轡
焼
讃
す
れ
ば
稚
る
所

少
か
ら
ざ
れ
こ
も
大
抵
雲
行
の
坐
料
よ
り
鱒
錐
貿
る
も
の
に
む
て
、
且
つ
託

　
　
　
じ
ノ

事
短
柚
密
な
る
を
以
て
、
蝕
り
に
多
♪
匁
を
期
得
諦
ヲ
ベ
か
ら
ざ
る
は
潰
｝
懸
な
d
り
。

劔
へ
げ
糊
鮮
傳
に
は
朝
鮮
艶
、
明
實
錐
、
大
庸
爺
郵
…
、
一
仙
就
憲
、
方
磯
ハ
絶
要
，

識
大
録
、
瑚
皮
無
事
庫
末
、
高
麗
三
等
を
二
本
榔
に
も
吾
攣
編
、
緻
通
考
、

淘
番
録
、
．
獣
縄
錐
、
識
大
錐
、
｝
就
忘
等
を
勢
獺
イ
・
る
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
て

其
成
果
の
縄
も
推
察
ゼ
ら
う
る
穴
リ
ボ
〔
以
上
有
高
冒

　
　
　
　
鯵
9
期
き
、
、
・
轟
㌦
奇
、
鄭
、
詩
ミ
■
．
〇
三
H
ヨ
o
m
亀
フ
常
象
。
く
ρ
一
｝
盗
無
。
「
蜜

　
　
　
　
　
（
（
闘
同
三
三
〔
百
；
二
冨
蒙
y
．
Φ
H
，
の
5
、
箕
①
超
ぢ
回
ひ
）

　
ゆ
幾
史
の
｝
般
駿
勢
愛
器
の
概
要
を
知
得
妊
ん
、
こ
で
ろ
者
の
嬬
に
嫉
恰
好

の
…
窺
書
六
ろ
を
矢
は
ず
ハ
、
襟
に
中
漫
談
の
概
親
を
蓮
べ
れ
ろ
藩
頭
の
序
丈
は
、

儲
捌
な
れ
こ
も
能
く
臨
代
の
隙
與
相
を
握
め
る
も
の
ミ
・
し
て
奄
推
賞
す
べ
き
億
…
あ

ら
ん
叢
叢
す
る
な
り
。
本
塩
ほ
紀
元
三
九
五
年
皇
帝
ゴ
拓
9
ご
隅
隅
加
一
世
の

慰
落
に
・
窃
〆
、
羅
馬
帝
國
が
全
く
東
極
に
分
離
し
六
る
時
を
以
て
中
世
薄
塩

．
第
三
管
　
紹
介
　
灘
書

述
の
筆
を
灯
し
、
一
四
九
二
年
の
ツ
・
ン
プ
ス
新
大
陸
毒
見
に
終
れ
り
。
全

編
五
百
鯨
頁
章
を
分
つ
＋
一
各
掌
塗
翼
に
徽
節
“
分
ち
て
主
墨
な
る
事
象
を

訊
蓮
鷲
唄
。
中
世
一
般
零
こ
て
側
よ
り
完
全
逼
る
も
の
ミ
に
稗
・
↓
難
く
．

間
々
垂
婁
な
ろ
事
項
や
方
諏
の
紅
潮
さ
れ
れ
リ
マ
」
愚
懸
ぜ
ら
る
・
鐵
薄
き
じ

あ
、
b
ざ
れ
こ
も
、
白
蓮
高
明
隣
邸
｝
に
，
ん
て
頗
る
要
を
得
れ
る
も
の
子
、
い
ふ
。
へ

し
。
篇
中
幸
葉
の
地
翻
を
附
す
。
中
に
就
い
て
第
四
闘
前
方
敬
魯
の
毒
の

如
善
㌔
、
　
第
山
野
囎
悶
十
圃
肉
轍
紐
の
欄
巡
紘
閥
路
剛
圓
の
郎
・
さ
母
鳥
も
姪
比
興
に
㌧
し
げ
、
鼎
冊
も
一
喫
「

旗
者
に
山
巡
砿
る
も
の
鉱
り
。
只
本
書
に
籍
草
な
る
ビ
プ
3
労
グ
ラ
フ
ィ
の

附
ひ
あ
ら
ざ
ろ
に
、
一
般
向
の
著
認
れ
リ
ビ
す
る
も
聯
か
憾
み
こ
す
る
研
毎

り
。

　
　
　
　
翻
＼
ミ
亀
ミ
、
艶
隔
築
寒
㌧
ミ
＾
ミ
9
。
蜜
象
ぽ
弓
2
一
。
〔
｛
o
州

　
　
　
　
　
肇
き
剛
）
り
p
5
寝
虫
。
d
・
・
（
囲
㌧
回
。
∋
二
お
】
W
器
鋒
幽
毛
。
幽
間
H
。

　
　
　
　
　
男
9
言
コ
広
蓋
冨
δ
二
障
（
壱
①
碁
西
。
h
費
。
翌
σ
q
7

　
　
　
　
　
需
2
3
0
0
三
三
二
）
（
｝
一
一
葺
§
（
剛
O
o
ヨ
℃
醤
ざ
d
o
頓
ε
一
ゴ

先
に
同
ぎ
警
・
豪
授
及
｝
　
①
9
唖
飢
敏
速
』
共
に
9
↑
臼
コ
。
・
階
。
臼
。
『
。
剛
）
。
9
甲
洲

鵠
翼
9
）
・
●
二
巷
の
妊
署
を
公
に
ぜ
ろ
著
者
が
、
弱
毒
に
於
て
鼠
己
の
櫓
虚
し

れ
ろ
羅
馬
帝
・
國
の
三
夕
よ
り
十
へ
帯
紐
勅
頭
迄
F
蔑
ろ
時
期
を
自
己
の
意
見

に
よ
り
駄
洲
史
中
期
“
茗
附
け
、
該
時
期
に
於
け
る
一
般
史
的
墾
蓬
を
設
翻

し
こ
れ
を
溺
研
ド
こ
し
て
出
版
ゼ
る
も
の
郎
ち
本
書
熾
り
Q
通
者
が
在
來
の
嘩

優
災
近
世
災
の
鴎
期
眉
庇
を
燭
ひ
す
し
て
断
謂
中
世
期
亡
＋
六
七
世
紀
定
を

第
二
號

ご
四
九
　
（
三
二
五
）



第
三
巻
　
篭
　
紹
　
介
　
　
畑
圃
害

囲
一
の
衷
”
朗
過
程
に
置
き
，
こ
れ
を
申
期
£
・
し
て
取
扱
へ
う
に
就
い
て
に
、

一
兀
ふ
矧
戒
心
醐
の
多
照
灰
な
る
．
へ
く
、
輸
入
も
猫
に
楓
費
蘭
算
す
る
こ
ご
を
欲
ぜ
ざ

ろ
べ
｝
・
も
、
軍
に
智
｛
閑
州
上
の
便
宜
よ
り
毘
で
れ
る
も
の
寸
」
ず
・
れ
げ
採
取
へ
て
可

不n

�
I
陣
す
ろ
必
要
な
か
ろ
．
へ
・
し
。
本
選
H
の
内
｛
谷
に
噸
至
論
り
て
は
實
ド
ト
一
二
然
諦
ヲ

る
生
な
く
、
挿
叢
窮
曇
極
め
て
豊
富
に
こ
て
興
味
深
き
も
の
勘
か
ら
衝
、
訓

化
的
事
項
の
懲
性
に
も
零
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
談
者
を
盆
す
ろ
・
、
ミ
甚
だ
多
か

ろ
べ
く
、
　
郵
聖
争
鰭
職
明
な
ろ
上
編
纂
法
に
意
を
用
ρ
ひ
、
　
各
章
末
に
聯
鎌
問
題
目
を

附
し
、
巷
尾
に
は
深
甥
な
る
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
イ
を
轟
げ
繁
れ
ば
學
晒
者
の

手
引
註
し
て
多
大
の
利
便
を
供
す
る
も
の
ミ
云
ふ
ぺ
・
し
。

　
　
　
　
鯵
嵐
奇
さ
ミ
ミ
、
，
さ
こ
、
き
藁
、
と
。
曾
旨
男
茎
・
。
卿
p
昌
ご
ジ
8
q
・

　
　
　
　
　
賃
舘
羨
H
客
。
（
祠
5
、
｝
げ
区
p
づ
自
2
つ
Q
．
嫉
碧
5
．
⇔
ン
、
c
H
凱
．

　
　
　
　
　
（
〉
開
器
自
諺
・
劉
ご
。
箕
瓢
虫
く
同
〇
二
♂
ぢ
ま
M
ぐ
）

　
本
書
は
ζ
・
島
。
・
、
馬
が
＋
九
世
紀
露
語
更
尊
し
て
、
十
九
世
紀
の
秘
頭

よ
リ
ア
y
キ
サ
ン
ダ
ー
三
世
の
晩
年
に
箆
ろ
近
世
露
西
亜
の
最
重
要
な
ろ
臨

期
を
説
蓮
し
ぬ
ろ
も
の
を
ば
内
p
§
氏
が
英
長
し
最
後
に
ニ
コ
ラ
ス
ニ
世
時

代
（
一
八
九
四
一
一
九
工
ハ
）
を
附
し
て
出
版
ぜ
う
も
の
な
り
。
原
著
は
三
篇

に
’
分
払
ト
れ
．
、
．
第
一
襯
桶
は
十
九
世
絶
に
λ
る
べ
吾
・
撃
備
…
時
．
代
六
ろ
カ
ザ
リ
ン
ニ

燈
の
樋
代
よ
明
’
訊
き
趨
こ
し
て
ア
ソ
キ
サ
ン
ダ
ー
一
世
の
時
代
の
劉
外
報
係

内
敵
子
馬
の
企
矧
、
露
出
畏
領
導
の
進
蓮
を
號
き
、
第
二
篇
に
は
二
”
ラ
ス

一
慨
」
り
内
外
敵
一
蹴
、
國
蹴
凶
隷
噛
活
の
讐
凸
齢
帆
よ
リ
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
二
二
柵
h
の
清
u
名

第
二
選

一
甑
○
　
　
（
三
二
山
ハ
）

な
ろ
内
帖
以
改
革
の
時
期
に
．
及
び
、
　
簗
三
篇
帥
μ
同
帝
が
F
一
入
山
ハ
山
ハ
加
†
…
以
後
の
反

動
政
策
よ
リ
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
三
世
の
晩
期
一
八
九
〇
年
に
至
り
て
筆
を
欄

．
か
れ
六
り
。
薪
者
ほ
此
以
後
の
時
代
郎
ち
一
八
九
一
年
よ
噸
九
一
、
一
年
に
亘
る

既
鰹
に
次
ぐ
所
の
漸
時
期
は
、
國
家
の
糺
會
的
纏
濟
的
生
活
に
大
攣
動
の
現

れ
來
ろ
時
r
∵
し
て
、
、
盆
路
國
近
世
史
串
・
に
、
一
電
閃
期
を
灘
剛
で
べ
告
・
分
開
介
言
い
μ
正
に
”

一
八
九
〇
年
に
あ
妙
ミ
・
し
同
年
以
後
の
叙
設
を
他
日
に
譲
れ
り
。
本
書
は
葡

世
紀
の
露
國
を
知
ら
ん
こ
す
る
も
の
に
罰
・
し
て
、
他
の
類
書
に
比
し
確
か
に

豊
富
な
る
叉
同
時
に
組
織
的
な
ろ
知
識
を
供
す
る
も
の
に
し
て
、
豫
に
此
時

代
の
露
瞬
亜
の
内
的
事
情
印
ら
國
斑
的
解
洗
を
窺
ほ
ん
ミ
す
る
も
の
に
は
甚
喉

だ
有
盆
に
・
し
て
利
極
い
な
る
碧
一
蓮
ぐ
」
云
ひ
つ
べ
、
で
も
の
な
甫
り
。
前
に
．
グ
回
p
〈
o
噌

氏
の
露
國
忍
言
史
の
好
著
を
得
六
る
晋
人
は
更
に
こ
の
潔
書
に
接
し
，
我
邦

人
に
軋
現
代
露
瀬
疑
を
形
成
煙
ろ
吏
麟
渦
程
に
罪
し
確
實
な
る
知
識
を
供
す
し

ろ
こ
ε
の
容
易
ビ
重
れ
る
を
慶
ぶ
も
の
粛
り
。

　
　
　
　
轡
＼
．
墨
h
」
貼
こ
．
、
・
～
へ
評
、
”
二
呂
国
§
蜂
。
讐
¢
お
㏄
p
一
9
ご
諺

　
　
　
　
　
ご
一
二
。
ユ
。
島
　
も
n
ε
（
ヴ
，
　
ぎ
　
肖
鴛
。
冥
p
二
　
ご
ぜ
一
〇
リ
ニ
8
＞
．
．

　
　
　
　
　
（
O
z
3
乙
層
お
認
）
　
　
　
，

　
近
東
問
題
を
ば
歴
更
的
に
齪
擦
こ
典
越
原
來
歴
を
ば
系
続
的
に
誕
旨
し
れ

る
静
著
な
の
。
著
者
に
先
づ
近
來
悶
題
の
纏
過
を
概
設
こ
、
其
地
理
及
政
治

驕
係
を
一
鰹
・
し
て
琵
回
れ
よ
嚇
ホ
論
ド
レ
入
り
オ
ソ
ト
マ
ン
帝
國
の
慰
設
ト
。
巧
妙

斗
肩
起
し
て
十
八
燈
繭
祀
時
代
の
蹴
上
露
境
…
翻
係
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
ご
近
世
…
問
題
、
希



臓
の
野
立
、
一
八
三
〇
…
四
一
の
東
露
霜
題
，
．
ク
リ
・
、
、
ヤ
戦
争
ミ
ル
！
マ
ニ

ヤ
國
の
成
立
、
露
土
職
役
蔚
後
の
綿
過
を
歴
叙
し
、
甦
ん
で
バ
ル
カ
ン
諸
國

の
賢
蟹
、
燕
勢
力
二
二
の
近
東
政
策
、
マ
セ
ド
ニ
や
問
題
青
年
土
耳
古
煎
…
の

革
命
言
動
を
駄
醐
鯉
し
塾
引
き
奮
い
誕
k
バ
ル
臥
刀
ン
筒
明
澗
、
バ
ル
田
刀
ン
職
唱
聯
よ
り
｝

九
一
闘
i
一
六
の
最
後
の
戦
臨
に
説
き
及
ぼ
ゼ
り
、
睡
中
漫
々
に
肝
要
な
る

地
圃
ヶ
・
示
・
し
且
つ
附
録
“
ま
算
盲
及
バ
ル
カ
ン
諸
郡
國
の
霧
主
系
黒
表
及
最

近
買
年
間
に
於
け
る
土
算
古
の
版
陽
蓮
に
人
口
縮
製
表
を
暴
け
解
り
G
土
茸

古
の
國
蓬
、
バ
ル
カ
ン
購
題
の
翫
戴
秘
を
融
闘
優
ド
P
知
ら
ん
ミ
す
う
も
の
y
凧
鰯
に
’

挿
μ
甚
だ
宥
外
乱
な
呼
心
難
戦
肖
な
る
べ
・
し
ひ
　
〔
鼻
し
ふ
穂
村
」

　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
ゑ
　
　
へ
　
　
せ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ギ
　
　
へ
　
　
ま
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
翻
日
本
贋
器
時
代
部
民
愚
物
巡
見
蟄
星
表
（
東
京
帝
鴎
大
墨
漿
行
）

　
我
が
闘
に
於
け
ろ
石
器
時
代
の
遣
跡
逡
物
の
獲
見
地
を
表
記
・
し
て
、
考
古

墨
7
的
研
究
に
ル
汐
大
の
頻
旗
を
鐘
ハ
へ
志
ト
ゐ
憲
調
帯
理
科
大
墨
M
入
類
學
敏
室
繍
筑
蝋
の

門，

ﾚ
本
済
器
時
代
人
畏
漁
物
接
見
地
名
表
」
ほ
、
明
治
三
十
画
年
第
三
版
を
拠

こ
イ
、
よ
り
久
し
く
改
版
塘
袖
の
事
な
か
り
亡
が
、
今
囲
柴
園
常
嘉
氏
專
ら
事

に
7
當
舅
，
魯
＋
ハ
に
補
訂
を
繍
へ
第
…
四
就
腿
を
嚢
艀
ゼ
る
は
騨
斯
界
［
軍
楽
の
羅
切
孫
を
瀧

割
る
も
の
ε
云
ふ
べ
こ
．
・
本
掌
B
ほ
贈
”
補
の
欝
め
も
紙
轍
五
百
百
ハ
に
噸
近
く
、
取
む

る
点
け
戸
〆
総
量
が
五
千
を
蓬
曽
、
第
三
版
の
三
千
一
濃
絵
に
比
で
れ
ば
共

の
婚
加
蓉
・
し
き
を
見
る
べ
謬
・
鉱
瞬
・
殊
に
儲
君
、
山
陰
滋
、
九
甲
州
等
の
、
從
來

比
較
的
秘
跡
の
少
か
り
し
に
地
労
じ
捨
て
塘
御
の
大
な
る
あ
ろ
は
研
究
上
配

意
に
値
で
る
庸
懸
り
。
編
纂
の
鴨
朝
駆
曇
ぼ
第
三
販
に
等
・
し
き
も
、
今
次
の

第
三
巻
　
㍊
介
　
鯛
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

出
版
に
際
し
て
は
、
獲
見
地
排
鋼
に
就
て
最
も
見
易
寺
畿
五
七
滋
の
順
を
採

．・

閨
A
新
に
樺
太
を
加
へ
叉
瞼
索
に
便
な
ら
・
し
む
ゲ
る
に
意
を
期
ゐ
、
叉
電
複
記

事
の
訂
正
に
注
意
し
、
前
版
に
於
σ
る
談
謬
を
訂
ぜ
る
こ
ε
の
著
し
く
認
め

ら
ろ
・
は
最
も
喜
ぶ
下
し
・
方
今
石
器
時
代
研
究
の
機
蓮
り
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．
ん
な
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時
じ

罵
り
本
書
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出
版
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め
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望
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の
感
を
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添
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い
敏
警
鐘
博
士
の
コ
ロ
が
ソ
ク
ル
論
を
谷
頭
に
載
ず
る

こ
ざ
は
本
書
の
由
來
上
必
要
の
事
ぜ
す
る
も
、
其
の
後
．
蒼
器
誌
代
の
人
種

に
關
で
る
諸
方
面
の
研
究
着
し
く
蓬
歩
し
、
博
士
の
時
代
に
比
す
る
に
欺
界

の
面
鳳
一
漸
の
有
襟
な
れ
ば
、
之
に
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す
る
研
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糎
概
な
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こ
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附
載
ぜ

ら
れ
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可
な
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熱
時
版
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追
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版
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大
正
五
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大
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轟
）
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